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平成27年 ９ 月関東・東北豪雨災害（関東地方整備局河川部）
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Ⅰ．気象の状況  （出典：Ａ）

１．概　　要
　 9月 7日 3時に発生した台風第18号は、日本の南
海上を北上し、 9月 9日10時過ぎに愛知県知多半島
に上陸した後、日本海に進み、同日21時に温帯低気
圧に変わった。
　台風第18号及び台風から変わった低気圧に向かっ
て南から湿った空気が流れ込んだ影響で、西日本か
ら北日本にかけての広い範囲で大雨となり、特に関
東地方と東北地方では記録的な大雨となった。
　 9月 7日から 9月11日までに観測された総降水量
は、栃木県日光市今市で647.5ミリ、宮城県丸森町
筆甫で536.0ミリを観測するなど、関東地方で600ミ

リ、東北地方で500ミリを超え、 9月の月降水量平
年値の 2倍を超える大雨となったところがあった。
特に、 9月10日から11日にかけて、栃木県日光市今
市や茨城県古河市古河、宮城県仙台市泉区泉ケ岳な
ど関東地方や東北地方では、統計期間が10年以上の
観測地点のうち16地点で、最大24時間降水量が観測
史上 1位の値を更新するなど、栃木県や茨城県、宮
城県では記録的な大雨となった。
　この台風及び南からの湿った気流の影響で、土砂
災害、浸水、河川のはん濫等が発生し、死者 7名、
行方不明者15名となったほか、住家被害が生じた。
その他、停電、断水、電話の不通等ライフラインに
被害が発生したほか、鉄道の運休等の交通障害が発
生した（平成27年 9月14日消防庁とりまとめによる）。

平成27年 ９ 月関東・東北豪雨の状況

２ ．台風経路図（ ９月１4日１5時現在）
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3 ．雨の状況
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関東・東北豪雨：気象庁命名　線状降水帯が１０個以上発生
毎日新聞　２０１5年０９月１8日　１９時１０分（最終更新　０９月１8日　２０時3９分）

　気象庁は、鬼怒川の堤防が決壊するな
ど各地に大きな被害をもたらした今月 9
〜11日の大雨をまとめて「平成27年 9 月
関東・東北豪雨」と命名した。同庁は大
きな被害をもたらした自然現象につい
て、正確な記録や教訓を残す目的で名前
を付けている。

　豪雨の原因については、積乱雲の集ま
りである帯状の「線状降水帯」が12時間
以上にわたり10個以上も次々と発生し、
関東から東北地方へ発達しながら北上し
たと説明。この異例な気象の背景として、
（ 1）台風1８号から変わった日本海上の

温帯低気圧に向かって南東風が吹き込む　（ 2）日本の東海上にあった台風17号周辺からも湿った空気が流入　
（ 3）さらに上空では西日本にあった気圧の谷の東側で南風が強まる――という積乱雲のできやすい状態が長
く続いたとした。

　昨年 ８月の広島市の土砂災害では、大雨の原因となった線状降水帯は 1個だったという。【関谷俊介】

２０１5年 ９ 月１０日午後

トピックス

（出典：Ｃ）
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Ⅱ．出水状況及び被害状況  （出典：Ｂ、Ｃ）

　台風18号及び17号の大雨（平成27年 9 月関東・東
北豪雨）により、国土交通省所管施設等では、関東
鬼怒川をはじめ、11水系23河川で計画高水位を超え、
国及び県が管理する88河川で決壊、越水及び溢水に
よる浸水被害が発生しました。河川施設では護岸崩
壊、漏水等515箇所で被害を受けました。土砂被害

は土石流が栃木県の14件をはじめ 5県20件、地すべ
りが 3県 3件、がけ崩れが神奈川県の22件をはじめ
14県115件で発生しました。海岸では 2道県 2地区
で護岸崩壊などの被害が発生しました。また、道路
では、公社有料道路や補助国道、都道府県・政令市
道で、延べ57区間で通行止め及び被害が発生しまし
た（数字は平成27年 9 月22日国土交通省災害情報（第
23報）よりカウント）。

１ ．河川の出水及び被害状況
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鬼怒川水海道水位観測所では、計画高水位（7.33ｍ）を75㎝上回る最高水位を観測
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決壊状況：①　利根川水系鬼怒川（茨城県常総市三坂町）



平 成 27 年 10 月  1  日 防 災 （13）第 796 号

決壊状況：②　鳴瀬川水系渋井川破堤箇所（宮城県大崎市古川）付近の状況（平成２7年 ９ 月１１日１２時時点）
  （出典：Ｆ）
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２ ．土砂被害の状況（栃木県日光市芹沢地区）  （出典：Ｄ）
　①　概　　要

栃木県では ９月 ９日大雨特別警報が発令され最大時間雨量57㎜/h、総雨量58９㎜（中三依観測所）に達した。
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　②　被害状況
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3 ．水防活動
　河川の増水に伴う月輪工法などの水防活動や応急
復旧を国及び県管理河川で確認できるだけで、156

箇所（27年 9 月22日国土交通省災害情報（第23報）
よりカウント）で実施しています。

【事例】
　①　東北　吉田川、江合川  （出典：Ｅ）

　②　関東　鬼怒川  （出典：Ｇ）
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Ⅲ．国土交通省の自治体等支援

１．TEC-FORCEなどの派遣（ ９月２２日時点一部派遣中）
　1）　人的支援
　　①　リエゾン（ 6道県36市町へ　延べ281人／日）
　　　・北海道開発局　 1道 1市　　延べ　4人／日（ 9月11日）
　　　・東北地方整備局　 1道 7市町　延べ 31人／日（ 9月10〜16日）
　　　・関東地方整備局　 2県23市町　延べ160人／日（ 9月 9〜22日）
　　　・北陸地方整備局　 1町　　　　延べ　4人／日（ 9月10〜11日）
　　　・中部地方整備局　 2県 5市　　延べ 19人／日（ 9月 ８〜 9日）
  （出典：Ｅ）

（東北地方整備局）
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②　TEC-FORCE（延べ1,671人／日）
　・北海道開発局　延べ 54人／日（ 9月12〜17日）
　・東北地方整備局　延べ 21人／日（ 9月11〜16日）
　・関東地方整備局　延べ663人／日（ 9月 9〜22日）
　・北陸地方整備局　延べ169人／日（ 9月10〜1８日）
　・中部地方整備局　延べ271人／日（ 9月10〜1８日）
　・近畿地方整備局　延べ142人／日（ 9月10〜1８日）

　・中国地方整備局　延べ149人／日（ 9月10〜1８日）
　・四国地方整備局　延べ 83人／日（ 9月10〜1８日）
　・九州地方整備局　延べ 52人／日（ 9月10〜1８日）
　・国総研　　　　　延べ　3人／日（ 9月11日）

　鬼怒川決壊箇所
　・土木研究所　　　延べ　3人／日（ 9月11日）

　鬼怒川決壊箇所

（関東地方整備局）  （出典：Ｈ）

 □道路啓開 

 □土石流災害の調査 

　 ✓  ９ 月１5日から TEC-FORCE隊（２０名）を派遣し、土石流災害の被災状況調査を実施。
　 ✓  ９ 月１7日に日光市長に対し調査結果を報告。
　 ✓ 日光市芹沢地区
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２ ．災害対策用機械による支援  （出典：Ｈ）
　1）　排水ポンプ車（国及び県管理河川　 9月22日時点　一部稼働中）
　　　鬼怒川常総市をはじめ、21河川49箇所に延べ170台を派遣
　2）　その他、照明車などを派遣しています。
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Ⅳ．応急復旧状況（決壊箇所）

１．鬼怒川  （出典：Ｍ）

応急復旧工事の進捗状況について
平成27年 9 月25日15時現在

◦決壊した堤防については、 9月10日より24時間体
制で応急復旧工事を実施。
◦護岸や矢板による補強工事を進め、 9月24日20時
45分頃にすべての応急復旧を終了。
◦進捗状況
　退避場・作業ヤード造成
　　完了（ 9月10日着手〜 9月11日完了）

　荒締切工
　　完了（ 9月11日着手〜 9月19日完了）
　鋼矢板による締切工
　　完了（ 9月18日着手〜 9月24日完了）
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２ ．渋井川（東北　平成２7年 ９ 月１4日１7時００分完了）  （出典：Ｅ）
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Ⅴ．災害緊急調査及び災害復旧技術専門家
の派遣

１．災害緊急調査
　国土交通省では、平成27年 9 月 9 〜11日の台風18
号による大雨等により福島県及び栃木県内の各地で
公共土木施設の大きな被害が発生していることか
ら、応急措置や早期復旧に向けた復旧方針、工法等

の技術的支援・助言のため、災害緊急調査を実施す
るための災害査定官を派遣しました。
　1）　福島県南会津町
　◯派遣日程：平成27年 9 月17日（木）〜18日（金）
　◯派 遣 先：福島県南会津町の被災箇所（位置図）
　◯派 遣 者：国土交通省水管理・国土保全局防災課　

総括災害査定官　田
たなべ

部　成
なりゆき

幸

  （出典：Ｉ）
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　2）　栃木県日光、鹿沼土木管内
　◯派遣日程：平成27年 9 月21日（月）〜22日（火）
　◯派 遣 先：栃木県日光、鹿沼土木管内の被災箇

所（災害緊急調査位置図）
　◯派 遣 者：国土交通省水管理・国土保全局防災課　

総括災害査定官　田
たなべ

部　成
なりゆき

幸
災害査定官　　　藤

ふじ

田
た

　成
なる

人
ひと

  （出典：Ｊ）
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　3）　茨城県常総市、古河市ほか
　◯派遣日程：平成27年 9 月24日（木）〜25日（金）
　◯派 遣 先：茨城県常総市、古河市ほかの被災箇

所（位置図）
　◯派 遣 者：国土交通省水管理・国土保全局防災課　

災害査定官　長
おさない

内　伸
のぶ

夫
お

災害査定官　小
お

幡
ばた

　　宏
ひろし

  （出典：Ｋ）
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２ ．災害復旧技術専門家の派遣
　（公社）全国防災協会は、被災の大きい自治体の要
請（国土交通省防災課経由）を受け、下記の被災自
治体に災害復旧技術専門家を派遣し、自治体の行う
災害復旧活動の支援・助言を行いました。
※派遣状況については「月刊防災」11月号で報告し
ます（予定）。

　1）　栃木県鹿沼市
　◯派遣日程：平成27年 9 月24日（木）〜25日（金）
　◯派 遣 先：栃木県鹿沼市の被災箇所（災害調査

位置図）
　◯派 遣 者：（公社）全国防災協会　災害復旧技術

専門家 3名

  （出典：Ｊ）

　2）　福島県二本松市及び会津郡南会津町
　◯派遣日程：平成27年 9 月28日（月）
　◯派 遣 先：①福島県二本松市の被災箇所（位置

図）

　　　　　　　②福島県会津郡南会津町の被災箇所
　◯派 遣 者：（公社）全国防災協会　災害復旧技術

専門家 6名（①、②に各 3名）

  （出典：Ｌ）二本松市
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▪出　典
Ａ　27. 9 .14（気象庁）台風第18号等による大雨について
Ｂ　27. 9 .22（国土交通省）災害情報（第23報）
Ｃ　27. 9 .11（関東地方整備局）出水概要（速報版第 1報）
Ｄ　27. 9 .1８（関東地方整備局）栃木県日光市芹沢で同時多発的に発生した土石流災害の災害及び対応状況に

関する資料
Ｅ　27. 9 .1８（東北地方整備局北上川河川事務所）出水概要《速報②》
Ｆ　27. 9 .11（東北地方整備局）渋井川破堤箇所付近の状況
Ｇ　27. 9 .1８（関東地方整備局河川班）出水状況報告（速報値）
Ｈ　27. 9 .16（関東地方整備局）自治体への支援状況について
Ｉ　27. 9 .16（国土交通省）記者発表（水管理・国土保全局防災課）
Ｊ　27. 9 .1８（国土交通省）記者発表（水管理・国土保全局防災課）
Ｋ　27. 9 .1８（国土交通省）記者発表（水管理・国土保全局防災課）
Ｌ　27. 9 .25（国土交通省）記者発表（水管理・国土保全局防災課）
Ｍ　27. 9 .25（関東地方整備局）応急復旧工事の進捗状況
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巨大地震対策計画実施状況

国交省HPより
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防災課だより 人 事 異 動
〔水管理・国土保全局関係人事発令〕
△平成27年 ９ 月2９日

氏　　名 新　　　所　　　属 備　　　　　　　考

船橋　昇治 辞職（独立行政法人水資源機構筑後川局次長） 大臣官房付
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１ ．日　　時
　平成27年11月12日㈭ 13時30分～15時

２ ．場　　所
　東京都千代田区平河町 2－ 7－ 4
　　砂防会館別館 1 F「利根」
　　電話　03（3261）８3８6

３ ．大会次第
　　⑴　開　　会
　　⑵　会長挨拶
　　⑶　議長選出
　　⑷　来賓挨拶
　　⑸　来賓紹介
　　⑹　災害復旧及び災害防止事業功労者表彰
　　⑺　国土交通省災害対策概況説明
　　⑻　地方代表意見要望発表
　　⑼　大会要望決議採択
　　⑽　閉　　会

４ ．出席人員
　多数のご出席をお願いします。

５ ．その他
　⑴　地方代表意見要望発表
　地方の代表者が、意見要望発表を行います。

　⑵　大会要望決議採択
　大会において災害復旧促進に関する要望決議
を行い、国会議員及び政府関係方面に要望する
こととします。要望書は事務局が準備し当日お
渡しします。
　国会議員への要望は、昨年と同様各議員の出
身又は関係の深い都道府県の方に対応して頂く
予定です。その予定のリストの事前調整は既に
各都道府県の協力をいただき終了しております。
　なお、時間等の都合で対応が難しい場合は東
京事務所の方の対応でも差し支えありません。
　また、要望活動は極力当日の会議終了後お願
いします。
　国会議員以外の政府関係方面については事務
局一任とさせて頂きます。

協会だより

平成２7年度 災害復旧促進全国大会の
開催について（ご案内）

会場案内図

■地下鉄 永田町駅
　（有楽町線・半蔵門線・南北線）
　 4番出口 徒歩 1分

お詫びと訂正 
　月刊防災第795号（９月１日）11ページ
に誤りがあり、下記の通り訂正します。
　　徳島県　 1件 （三次市 1）
　　　　　　 ⇩
　　徳島県　 1件 （三好市 1）

砂防会館
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平成27年　発生主要異常気象別被害報告 平成27年 9 月15日現在（単位：千円）
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